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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう） ！

28 ヨブ記 １７ ローマ １２ ピリピ ４:１０～２０
29 １８ １３ マタイ ５:１３～１６
30 １９ １４ 奉 ルカ １６:１ ～１３
１ ２０ １ ５ 申命記 １３:１ ～５
２ ２１ １ ６ ヨハネ １２:２３～２６
３ ２２ Ⅰｺﾘ ﾝ ﾄ １ 仕 ローマ １２:６ ～１３
４ ２３ ２ 使徒 ６:１ ～７
５ ２４ ３ ガラテヤ ５:２ ～１１

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕 生 日（２８日 河野 美智子 姉、田中 謙 兄）
召天記念日（３０日 廣田 俊平 さん1966年）

① 今年11月、創立40年の節目に新会堂建築着工のため。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 竹安 香 姉の霊肉の健康の上に祝福を。
④ 米田 嗣師（藍住聖泉キリスト教会）の上に祝福を。

１ 本日の礼拝に仲森文穏先生が幸いなメッセージを取り次
いで頂き感謝します。なお先生は明日、はり姫に入院され、
30日にひだり頸動脈狭窄症の手術を受けられます。１週間
のご入院の予定です。特にお祈り下さい。

２ 先週臨時総会を開き、新会堂建築の件について教区・教
団に対する申請書類の最終点検を行いました。関係者の方
は署名捺印にご協力ください。また7月5日(日)午後1時30
分から新会堂建築のため業者(建築士:田中謙兄、設計士：
弓岡明氏）と懇談の時を持ちます。出席しましょう。

３ 20日に召天された廣田正義兄の納棺式が22日、葬儀・告
別式が23日に廣田牧師司式にて家族葬として執り行われま
した。ご遺族の上に神様のお慰めをお祈り下さい。

３ ６月も下旬に入り、蒸し暑い日が続いております。気候
不順な折､健康に留意し、マスクを着用して礼拝に出席し
ましょう。ご高齢の方々(独居生活、施設入居)、病気の方
々のために祈りましょう。

４ 新会堂建築のため 先週他教会信徒から10,000円献金が
献げられました。感謝します。続いて祈り、献げましょう。

牧会短針 先週透析中に回診して下さったお医者さんから、

ぼつぼつ万一のことを考えて終活のことについて準備をして
おかれたらどうですかとの指示を受けました。お祈り下さい。

今週の牧師の予定 今週中に教区・教団に申請書発送の予定

◎先週の報告 礼拝・教会総会8名,子ども教会1+4名、業者との懇談会9名
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◎今週の御言葉 「エルサレム遷都」（サムエル記第二５章
１～7節､６章１～21節） 「ダビデは、主の前で、力の限り
踊った。ダビデは亜麻布のエポデをまとっていた」(6:14)

仲森文穏

○ユダ王国とイスラエル王国の統一王となったダビデ王は、まず、エ
ブス人が長年住んでいたエルサレムを、地下水路を利用して攻め落と
し、これを首都に定め、王宮を建てて統治しました。それを聞いて攻め上
ってきたペリシテ人を、彼は神様の導きにより連戦連勝、領土から撃退
しました。しかしダビデ王にはまだ心配事がありました。エルサレムにつきま
とう異教の町というイメージ、これを一新しなければ遷都は失敗だと揶
揄されるかも知れません。彼は、アミナダブの家に安置されている神の
箱をエルサレムに運んでこよう、と名案を思いつきました。神の箱には、主
の律法を記した二枚の石の板が納められ、神様の霊が充満していまし
た。これを信仰のシンボルとしてエルサレムに安置すれば、イメージは一
新される筈です。ダビデ王は3万人の精鋭を送り、この一世一代の盛大
なパレードを実行したのです。
○でも人間、有頂天になっている時が危ない。このパレードを思いつく

中でダビデ王が祈ったという記事がないのが、心配です。
さて、パレードは失敗に終わりました。神の箱は人が手で触れてはなら

ないとされ（民数記4：15）、運ぶときには通した棒を人が担いで運ぶよう
設計されていました。しかし、このパレードでは神の箱を新しい荷車に乗
せ、牛に引かせていました。その牛が途中でよろめき、御者のウザがうっ
かり神の箱を手で押さえたのです。ウザの死を見て、ダビデ王は即座に
パレードを中止しました。ダビデ王はウザの死は自分への警告だと悟っ
たのです。この計画は明らかに、神様を利用しようと自分が考えたもの
でした。ダビデ王は、神の箱をガト人オベド・エドムの家に預けて様子を
見ました。
〇3か月後、その家が大いに栄えたというニュースが飛び込んできま

した。ダビデ王は悔い改め、パレードをやり直しました。運び方も本来のも
のに変えました。行列が進み始め、何の災いも起らなかったのを見て、ダ
ビデ王は神様に感謝の献げ物をしたと言います。
ダビデ王は、主のみ前で力の限り乱舞しました。サウル王の娘ミカル

からは罵られますが、ダビデ王は本心から感謝し、喜んだのです。こうして
神の箱はエルサレムに安置され、神の都エルサレムの基礎が据えられ
たのです。でも、その陰で犠牲ともいうべきウザの死がありました。愛の神
も怒りの神も同じ神様の姿です。怒りの神様の一面がなかったら、イエ
ス様の十字架の死もなかったでしょう。神様は人の罪に対する激しい怒
りを独り子イエス様にくだし、その犠牲によって怒りをおさめてくださった。そ
のことを心に刻みたく思います。


